
                              

 
 

 

 

   

 

                

 

  

 

   

彫
刻
に
出
会
う 

 

中
央
図
書
館
の
入
口
へ
と
つ
づ
く
大
倉

山
公
園
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
広
場
で
は
、

花
々
に
囲
ま
れ
て
、
一
体
の
オ
ブ
ジ
ェ
が

来
訪
者
を
出
迎
え
て
い
ま
す
。 

神
戸
市
で
は
一
九
六
〇
年
代
後
半
よ
り

「
花
」
・
「
緑
」
と
並
ん
で
「
彫
刻
」
が

ま
ち
づ
く
り
に
積
極
的
に
取
り
入
れ
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
人
間
環
境
都
市

宣
言
（
昭
和
四
七
年
）
以
降
、
文
化
的
な

景
観
づ
く
り
は
政
策
の
一
環
と
し
て
明
確

に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。 

須
磨
離
宮
公
園
で
は
昭
和
四
三
年
か
ら

隔
年
で
十
五
回
に
わ
た
り
現
代
彫
刻
展
が

開
催
さ
れ
、
優
秀
作
品
は
市
内
の
「
み
ど

り
と
彫
刻
の
み
ち
」
（
湊
川
神
社
西
側
）

や
「
花
と
彫
刻
の
道
」
（
三
宮
）
な
ど
に

設
置
さ
れ
て
き
ま
し
た
。 

『
彫
刻
の
ま
ち
神
戸
』
（
昭
和
五
四
年

刊
）
に
よ
る
と
、
兵
庫
県
内
に
は
野
外
彫

刻
が
多
く
、
神
戸
市
内
だ
け
で
も
百
点
以

上
に
の
ぼ
る
そ
う
で
す
。
な
か
に
は

「
マ
ー
ブ
リ
ン
グ
・
キ
ッ
ズ
像
」
（
メ
リ

ケ
ン
パ
ー
ク
）
の
よ
う
に
、
海
外
の
提
携

機
関
や
姉
妹
都
市
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
彫
刻

も
あ
り
ま
す
。 

具
象
か
ら
抽
象
ま
で
様
々
な
意
匠
を
凝

ら
し
た
作
品
が
、
今
日
も
街
中
で
素
敵
な

出
会
い
を
待
っ
て
い
ま
す
。 

－神戸ふるさと文庫だより－ 

マーブリング・キッズ像 
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－新しく入った本－ 

神
戸
で
輝
く
女
性
経
営
者
た
ち
｜
神
戸
で

活
躍
す
る
女
性
ト
ッ
プ
リ
ー
ダ
ー
24

人 

交
友
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
編
著
（
友

月
書
房
） 

 

神
戸
で
活
躍
す
る
女
性
経
営
者
二
四

人
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
集
。
取
り
上
げ

た
業
種
は
、
帽
子
販
売
、
レ
ス
ト
ラ
ン

船
、
靴
の
製
造
販
売
、
観
光
支
援
、

シ
ュ
シ
ュ
の
製
造
販
売
、
ラ
ー
メ
ン
店
、

パ
ソ
コ
ン
ソ
フ
ト
制
作
、
心
理
療
法
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
、
歯
の
ホ
ワ
イ
ト
ニ
ン
グ
、

清
掃
業
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
。 

そ
れ
ぞ
れ
の
経
営
者
た
ち
が
独
立
し

て
今
の
仕
事
を
志
す
よ
う
に
な
っ
た

き
っ
か
け
や
、
仕
事
で
得
た
も
の
、
神

戸
に
対
す
る
想
い
、
多
様
な
人
脈
づ
く

り
の
秘
訣
な
ど
を
テ
ン
ポ
よ
く
引
き
出

し
て
い
く
。 

 
 

二
四
人
と
い
う
数
字
を
取
り
上
げ
た

理
由
に
つ
い
て
編
者
は
「
平
成
二
四
年

に
二
四
時
間
眠
ら
な
い
神
戸
の
魅
力
を

伝
え
た
い
」
と
述
べ
て
い
る
。 

 
 
 
 
 

       

横
尾
忠
則
ラ
ッ
ピ
ン
グ
電
車
故
郷
を
走
る 

横
尾
忠
則
・
酒
井
忠
康
文 

織
作
峰
子
ほ

か
写
真
（
淡
交
社
） 

昨
年
十
一
月
ま
で
Ｊ
Ｒ
加
古
川
線
で
、

著
者
の
デ
ザ
イ
ン
に
よ
る
ラ
ッ
ピ
ン
グ

電
車
が
運
行
し
て
い
た
こ
と
を
ご
存
じ

だ
ろ
う
か
。
本
書
は
そ
の
八
年
間
の
軌

跡
を
ま
と
め
た
写
真
集
で
あ
る
。 

た
く
さ
ん
の
〝
目
〟
に
彩
ら
れ
た

「
見
る
見
る
速
い
」
や
赤
い
星
雲
が
印

象
的
な
「
銀
河
の
旅
」
な
ど
、
計
四
種

類
の
車
両
が
の
ど
か
な
田
園
風
景
の
中

を
走
る
勇
姿
は
、
ま
さ
に
圧
巻
で
あ
る
。 

車
両
は
な
く
な
っ
た
が
、
み
ん
な
の

記
憶
の
中
で
走
り
続
け
る
こ
と
だ
ろ
う
。 

 

蛭
子
神
社
本
殿
御
造
営
記
念
誌 

蛭
子
神

社
編
・
発
行 

柳
原
え
び
す
神
社
と
も
呼
ば
れ
る
蛭

子
（
ひ
る
こ
）
神
社
。
創
建
年
代
は
不

明
だ
が
、
記
録
に
残
る
文
化
八
年
（
一

八
一
一
）
造
営
の
社
殿
は
昭
和
二
〇
年

の
空
襲
で
焼
失
し
た
。
昭
和
二
五
年
に

再
建
さ
れ
た
が
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災

で
被
害
は
少
な
か
っ
た
も
の
の
老
朽
化

が
進
み
、
建
て
替
え
が
決
定
さ
れ
、
平

成
二
二
年
、
無
事
新
社
殿
が
完
成
し
た
。 

本
書
は
、
御
造
営
事
業
を
は
じ
め
、

わ
ず
か
に
残
さ
れ
た
資
料
や
写
真
を
ま

と
め
た
貴
重
な
記
録
誌
に
な
っ
て
い
る
。 

        

 

 

夜
明
け
の
ハ
ン
タ
ー
―
文
明
開
化
物
語 

三
条
杜
夫
（
叢
文
社
） 

 

王
子
動
物
園
内
に
あ
る
国
の
重
要
文

化
財
旧
ハ
ン
タ
ー
邸
や
、
北
野
の
ハ
ン

タ
ー
坂
な
ど
に
今
も
そ
の
名
を
残
す

Ｅ
・
Ｈ
・
ハ
ン
タ
ー
。
彼
は
明
治
初
め

に
英
国
か
ら
来
日
し
、
大
阪
鉄
工
所

（
現
日
立
造
船
所
）
の
創
業
を
は
じ
め
、

様
々
な
ビ
ジ
ネ
ス
を
通
じ
て
日
本
の
近

代
化
に
貢
献
し
た
。
本
書
は
そ
の
生
涯

を
描
い
た
歴
史
小
説
で
「
月
刊
神
戸
っ

子
」
に
長
期
連
載
さ
れ
た
。 

 

各
章
ご
と
に
「
兵
庫
県
誕
生
」
や

「
コ
ー
ベ
ビ
ー
フ
の
発
祥
」
・
「
日
本

初
の
映
画
上
映
」
な
ど
の
小
見
出
し
が

掲
げ
ら
れ
、
歴
史
的
事
件
の
裏
話
や
、

こ
の
時
代
に
生
ま
れ
た
多
く
の
事
物
に

関
す
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
満
載
。
神
戸
の

歴
史
雑
学
本
と
し
て
も
大
い
に
楽
し
め

る
。 

紫
式
部
な
ん
か
怖
く
な
い 

安
水
稔
和

（
編
集
工
房
ノ
ア
） 

 
 

紫
式
部
を
主
人
公
と
し
た
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
の
タ
イ
ト
ル
を
書
名
と
す
る
本
書

に
は
、
こ
の
ほ
か
「
今
昔
物
語
」
を
元

に
し
た
「
盗
人
志
願
」
な
ど
、
一
九
七

二
年
か
ら
八
〇
年
に
か
け
て
劇
団
神
戸

に
よ
っ
て
上
演
さ
れ
た
舞
台
の
台
本
三

本
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。 

 

詩
人
で
あ
る
著
者
は
、
詩
の
延
長
線

上
で
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
の
作
品
を
書
き
、

さ
ら
に
そ
の
延
長
線
上
で
書
い
た
舞
台

の
た
め
の
作
品
も
ま
た
私
の
「
詩
」
で

あ
る
、
と
語
る
。 

 

ひ
ょ
う
ご
の
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
115 

神
戸
新

聞
経
済
部
編
（
神
戸
新
聞
総
合
出
版
セ
ン

タ
ー
） 兵

庫
県
生
ま
れ
で
長
く
売
れ
続
け
て

い
る
モ
ノ
や
サ
ー
ビ
ス
を
紹
介
す
る
神

戸
新
聞
の
連
載
を
ま
と
め
た
一
冊
。 

和
菓
子
や
ソ
ー
ス
な
ど
の
身
近
な
食

に
ま
つ
わ
る
商
品
か
ら
日
用
品
、
工
業

用
品
、
機
械
、
サ
ー
ビ
ス
ま
で
一
商
品

見
開
き
二
ペ
ー
ジ
で
、
ど
こ
か
ら
で
も

気
軽
に
読
め
る
。
な
じ
み
の
深
い
も
の
、

こ
れ
も
兵
庫
県
で
作
ら
れ
て
い
た
の
か

と
驚
か
さ
れ
る
も
の
、
そ
れ
ぞ
れ
の
持

つ
物
語
性
に
よ
り
新
た
な
発
見
を
読
み

手
に
与
え
る
。 

 

 

https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?type=CtlgBook&pvolid=PV%3A7200275344&mode=one_line&kobeid=CT%3A7200121174
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?type=CtlgBook&pvolid=PV%3A7200275344&mode=one_line&kobeid=CT%3A7200121174
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?type=CtlgBook&pvolid=PV%3A7200292384&mode=one_line&kobeid=CT%3A7200125058
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?type=CtlgBook&pvolid=PV%3A7200292384&mode=one_line&kobeid=CT%3A7200125058
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?type=CtlgBook&pvolid=PV%3A7200295787&mode=one_line&kobeid=CT%3A7200126911
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?type=CtlgBook&pvolid=PV%3A7200295787&mode=one_line&kobeid=CT%3A7200126911
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?type=CtlgBook&pvolid=PV%3A7200286864&mode=one_line&kobeid=CT%3A7200124034
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?type=CtlgBook&pvolid=PV%3A7200286864&mode=one_line&kobeid=CT%3A7200124034
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?type=CtlgBook&pvolid=PV%3A7200294250&mode=one_line&kobeid=CT%3A7200125908
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?type=CtlgBook&pvolid=PV%3A7200289309&mode=one_line&kobeid=CT%3A7200124010


－新しく入った本－ 
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『
七
一
雑
報
』
を
創
っ
た
ひ
と
た
ち
｜
日

本
で
最
初
の
週
刊
キ
リ
ス
ト
教
新
聞
発
行

の
顚
末 
勝
尾
金
弥
（
創
元
社
） 

『
七
一
雑
報
（
し
ち
い
ち
ざ
っ
ぽ

う
）
』
は
明
治
八
年
に
神
戸
で
創
刊
さ

れ
た
キ
リ
ス
ト
教
系
新
聞
。
そ
の
名
の

と
お
り
七
日
に
一
度
発
行
さ
れ
る
週
刊

新
聞
で
あ
っ
た
。 

漢
文
調
の
文
章
が
主
流
で
あ
っ
た
明

治
初
年
と
い
う
こ
の
時
期
に
「
為
に
な

る
教
え
」
・
「
外
国
の
模
様
」
な
ど
を

「
解
り
よ
く
平
た
い
語
（
こ
と
ば
）
」

（
創
刊
号
解
説
）
で
説
い
た
進
歩
的
な

新
聞
で
あ
る
。
こ
の
新
聞
は
小
田
原
出

身
の
村
上
俊
吉
と
金
沢
出
身
の
今
村
謙

吉
に
よ
り
創
刊
さ
れ
、
誌
名
を
か
え
明

治
十
八
年
ま
で
続
く
。 

二
人
を
育
て
た
明
治
と
い
う
時
代
と

多
く
の
人
々
、
二
人
が
神
戸
で
邂
逅
し
、

創
刊
に
至
る
ま
で
の
歩
み
、
さ
ら
に
こ

の
新
聞
が
育
て
、
現
在
の
出
版
界
に
も

継
承
さ
れ
る
系
脈
を
た
ど
る
。 

 

  

     

み
ん
な
で
楽
し
む
新
し
い
博
物
館
の
こ
こ

ろ
み 

兵
庫
県
立
人
と
自
然
の
博
物
館
編 

岩
槻
邦
男
ほ
か
著
（
研
成
社
） 

 

人
と
自
然
の
博
物
館
、
通
称
「
ひ
と

は
く
」
の
二
〇
年
間
の
活
動
を
ま
と
め

た
も
の
。
博
物
館
と
い
え
ば
資
料
や
標

本
の
収
集
と
展
示
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が

強
い
。
生
態
や
環
境
を
含
め
た
人
と
自

然
の
か
か
わ
り
を
テ
ー
マ
と
す
る
同
館

で
は
、
研
究
機
関
や
専
門
家
集
団
と
し

て
の
シ
ン
ク
タ
ン
ク
機
能
を
活
か
し
、

他
の
団
体
と
も
連
携
す
る
な
ど
従
来
の

博
物
館
の
枠
を
越
え
た
多
彩
な
試
み
が

行
わ
れ
て
い
る
。
自
然
系
博
物
館
の
あ

り
方
を
問
う
一
冊
で
あ
る
。 

 

災
厄
と
身
体
｜
破
局
と
破
局
の
あ
い
だ
か

ら 

季
村
敏
夫
（
書
肆
山
田
） 

著
者
は
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
体
験

を
言
葉
に
し
て
表
現
す
る
こ
と
で
と
ら

え
直
し
て
き
た
。
こ
の
本
は
そ
れ
ら
を

東
日
本
大
震
災
の
後
に
書
か
れ
た
文
章

と
と
も
に
構
成
し
た
も
の
で
あ
る
。 

出
来
事
の
意
味
は
「
遅
れ
て
わ
か

る
」
と
す
る
著
者
の
思
索
は
東
日
本
大

震
災
を
機
に
、
幾
重
に
も
重
な
っ
た
記

憶
の
層
を
捲
っ
て
ゆ
く
。
そ
の
言
葉
は

決
し
て
饒
舌
で
は
な
い
が
、
さ
き
の
大

震
災
と
は
無
縁
で
い
ら
れ
な
い
私
た
ち

自
身
に
も
、
静
か
に
強
く
響
い
て
く
る
。 

〓
そ
の
他
の
新
刊
〓 

 

三
世
紀
企
業
の
魂
―
老
舗
企
業
の
「
決
断

力
」
と
は 

森
崎
歳
章
（
ダ
イ
ヤ
モ
ン

ド
・
ビ
ジ
ネ
ス
企
画
） 

雁
帰
る 

池
間
久
志
（
編
集
公
房
ノ
ア
） 

              

  

         

地
域
再
生
７
つ
の
視
点 

か
し
の
た
か
ひ

と 

山
口
裕
史
（
カ
ナ
リ
ア
書
房
） 

神
戸
キ
モ
ノ
物
語
―
糸
川
禎
彦
・
素
敵
の

軌
跡 

糸
川
禎
彦
（
ハ
ー
ス
ト
婦
人
画
報

社
） 

伊
川
谷
逍
遥 

白
井
眞
貫
（
ウ
エ
ッ
プ
） 

 

書庫探訪 その29 

『兵庫港遊歩規程圖』 明治8年（1875） 

 

 

 
本図は、兵庫港の居留地に住む外国人が自由に移動できる区域を示す図で 

す。安政5年（1858）の日米修好通商条約により、兵庫は「京都から十里（ 

約40キロメートル）以内には立ち入りを許さない。その方角を除き、兵庫 

から各方向へ十里を越えてはならない」とされました。 

兵庫県は明治2年（1869）に「外国人遊歩規定」を公布し具体的に区域を 

定めましたが、外国人とのトラブルが絶えなかったため、同7年（1874）12

月、神奈川県の例にならって地図を作製し、各国領事に配付しました。 

東は京都と大阪の遊歩区域が

交わるので別に境界を定め、西

は多可・加西・印南の三郡、北

は多紀の各郡を区域内とし、図

ではピンク色の境界線で示され

ています。この区域を越える場

合には、「内地旅行免状」とい

うパスポートのようなものが必

要でした。 

 

 

https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?type=CtlgBook&pvolid=PV%3A7200291342&mode=one_line&kobeid=CT%3A7200124935
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?type=CtlgBook&pvolid=PV%3A7200291342&mode=one_line&kobeid=CT%3A7200124935
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?type=CtlgBook&pvolid=PV%3A7200281448&mode=one_line&kobeid=CT%3A7200124025
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?type=CtlgBook&pvolid=PV%3A7200287094&mode=one_line&kobeid=CT%3A7200124013
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?type=CtlgBook&pvolid=PV%3A7200288310&mode=one_line&kobeid=CT%3A7200123570
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?type=CtlgBook&pvolid=PV%3A7200267832&mode=one_line&kobeid=CT%3A7200117870
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?type=CtlgBook&pvolid=PV%3A7200258059&mode=one_line&kobeid=CT%3A7200122063
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ン
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ム
・
ウ
ォ
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ウ
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村
野
藤
吾
と
神
戸 

 

戦
前
か
ら
昭
和
を
通
じ
て
活
躍
し
た
、

ひ
と
り
の
建
築
家
の
業
績
が
近
年
再
評
価

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
建
築
家
と
は
村
野

藤
吾
（
一
八
九
一
―
一
九
八
四
）
。
九
州

の
出
身
で
す
が
主
と
し
て
関
西
を
中
心
に

活
動
し
て
い
ま
し
た
。 

村
野
藤
吾
の
名
前
を
聞
い
て
、
す
ぐ
に

そ
の
建
築
作
品
を
思
い
浮
か
べ
ら
れ
る
人

は
多
く
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

彼
の
作
品
は
大
阪
・
神
戸
・
阪
神
間
に
散

在
し
て
お
り
、
見
た
こ
と
の
あ
る
人
は
少

な
く
な
い
と
思
い
ま
す
。 

た
と
え
ば
、
平
成
十
五
年
ま
で
大
阪
の

心
斎
橋
に
あ
っ
た
そ
ご
う
百
貨
店
は
、
す

ぐ
隣
に
建
つ
大
丸
百
貨
店
（
ヴ
ォ
ー
リ
ズ

設
計
）
と
並
ん
で
、
御
堂
筋
を
通
る
人
の

目
を
ひ
い
た
も
の
で
す
。
ま
た
、
阪
神
・

淡
路
大
震
災
で
損
傷
を
受
け
解
体
さ
れ
ま

し
た
が
、
三
宮
駅
前
に
あ
っ
た
神
戸
新
聞

会
館
も
、
村
野
の
設
計
に
よ
る
も
の
で
し

た
。
現
在
も
残
っ
て
い
る
建
物
と
し
て
は
、

東
灘
区
の
山
手
に
建
て
ら
れ
た
甲
南
女
子

大
学
の
校
舎
群
が
あ
り
、
甲
南
女
子
中
・

高
等
学
校
の
校
舎
と
共
に
村
野
の
作
品
で

す
。 

村
野
藤
吾
は
佐
賀
県
唐
津
に
生
ま
れ
、

早
稲
田
大
学
建
築
学
科
を
卒
業
後
、
大
阪

の
渡
辺
節
建
築
事
務
所
に
入
所
し
、
昭
和

四
年
（
一
九
二
九
）
に
独
立
す
る
ま
で
渡

辺
の
下
で
設
計
活
動
を
し
て
い
ま
し
た
。 

し
か
し
、
大
学
を
出
た
ば
か
り
の
村
野

に
は
建
築
の
実
務
経
験
が
ま
っ
た
く
な
く
、

当
初
図
面
が
引
け
な
い
な
ど
非
常
に
悩
ん

だ
時
期
が
あ
り
ま
し
た
。
彼
に
大
き
な
転

機
を
与
え
た
の
は
、
神
戸
海
洋
気
象
台
の

設
計
競
技
（
コ
ン
ペ
）
で
し
た
。
こ
こ
で

作
品
が
認
め
ら
れ
た
こ
と
で
自
信
が
つ
き
、

数
年
後
に
は
、
同
事
務
所
の
デ
ザ
イ
ン
の

ほ
と
ん
ど
を
担
う
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。

神
戸
港
を
見
下
ろ
す
丘
の
中
腹
に
建
て
ら

れ
た
白
い
モ
ダ
ン
な
気
象
台
は
、
見
る
人

に
神
戸
の
ハ
イ
カ
ラ
さ
を
印
象
づ
け
た
こ

と
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
第
二
次
世
界
大

戦
の
爆
撃
に
よ
っ
て
二
階
以
上
を
破
壊
さ

れ
、
残
っ
た
部
分
が
改
修
に
よ
っ
て
別
館

と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
阪

神
・
淡
路
大
震
災
後
に
気
象
台
が
移
転
し

た
際
、
取
り
壊
さ
れ
ま
し
た
。 

 

彼
は
九
三
歳
で
亡
く
な
る
直
前
ま
で
第

一
線
の
建
築
家
で
あ
り
続
け
、
多
く
の
建

物
を
設
計
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
が

村
野
藤
吾
の
設
計
で
す
と
一
言
で
い
え
る

よ
う
な
特
徴
が
あ
り
ま
せ
ん
。
主
義
や
形

式
に
と
ら
わ
れ
な
い
、
自
由
な
デ
ザ
イ
ン

こ
そ
が
彼
の
持
ち
味
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。 ま

た
、
彼
は
建
築
の
九
九
％
ま
で
は
組

織
と
ビ
ジ
ネ
ス
の
要
求
が
決
め
る
、
そ
し

て
村
野
的
表
現
が
残
る
の
は
一
％
だ
と
考

え
て
い
ま
し
た
。 

          

 

た
と
え
ば
、
昭
和
十
一
年
（
一
九
三

六
）
の
大
丸
神
戸
店
増
改
築
に
際
し
て
、

あ
る
重
役
は
村
野
に
「
商
売
は
自
分
が
や

る
か
ら
、
箱
を
作
っ
て
く
れ
」
と
依
頼
し

た
と
い
い
ま
す
。
村
野
は
そ
の
要
望
を
い

れ
合
理
的
か
つ
機
能
的
な
建
物
を
設
計
し

ま
し
た
が
、
窓
の
デ
ザ
イ
ン
で
一
％
の
自

分
の
独
創
性
を
主
張
し
た
の
で
す
。 

 

 

平
成
七
年
に
起
き
た
阪
神
・
淡
路
大
震

災
は
、
神
戸
の
近
代
建
築
に
大
き
な
打
撃

を
与
え
多
く
の
建
物
が
失
わ
れ
ま
し
た
が
、

そ
れ
に
耐
え
て
残
っ
た
建
物
の
中
に
「
商

船
三
井
ビ
ル
」
（
旧
大
阪
商
船
神
戸
支

店
）
が
あ
り
ま
す
。
旧
居
留
地
に
あ
る
こ

の
建
物
は
、
渡
辺
節
建
築
事
務
所
時
代
に

村
野
が
設
計
に
関
わ
っ
た
作
品
の
ひ
と
つ

で
す
。 

ま
た
、
平
成
二
四
年
、
灘
区
に
横
尾
忠

則
現
代
美
術
館
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
が
、

こ
れ
は
村
野
が
設
計
し
た
旧
兵
庫
県
立
美

術
館
の
西
館
を
改
装
し
た
も
の
で
す
。

広
々
と
し
た
前
庭
、
緩
や
か
な
ス
ロ
ー
プ

な
ど
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
後
も
元
の
設
計
が

生
か
さ
れ
た
明
る
く
モ
ダ
ン
な
建
物
と

な
っ
て
い
ま
す
。 

こ
の
美
術
館
の
北
側
に
は
、
赤
レ
ン
ガ

が
美
し
い
神
戸
文
学
館
（
旧
関
西
学
院

チ
ャ
ペ
ル
、
ウ
ィ
グ
ノ
ー
ル
設
計
）
が
あ

り
、
国
の
登
録
有
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
神
戸
文
学
館
の
隣
に
あ
る
王

子
動
物
園
内
に
は
、
北
野
町
か
ら
移
築
さ

れ
た
異
人
館
の
ハ
ン
タ
ー
邸
（
設
計
者
不

詳
）
も
あ
り
ま
す
。 

こ
の
あ
た
り
は
昔
、
原
田
の
森
と
い
わ

れ
る
緑
豊
か
な
一
帯
で
し
た
。
春
風
に
誘

わ
れ
て
、
建
築
散
歩
を
し
て
み
る
の
も
一

興
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 
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